
年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事
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平 面 図

断 面 図
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3
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350

3040

3040

11370

11370

1
1
0
0

3003000300

3600

S=1:50橋本橋 橋梁一般図

橋本橋 橋梁一般図

1:50

▽84.414

▽84.395

▽84.389

▽84.418

※平面図に表記の高さは、路面高さを表す。
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

橋本橋 損傷図 S=1:50

A1 A2

桁 下 面

A1 A2

橋 面

損傷の種類 表 示

ひびわれ

損傷の凡例

剥離・鉄筋露出

漏水・遊離石灰

う き

欠 損

腐 食

そ の 他

写真番号:1,2

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(小・大)-c

主桁01

写真番号:17,18写真番号:9,10

⑲変色・劣化-e

支承101

写真番号:11,12

写真番号:15,16

写真番号:13,14

写真番号:7,8

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(小・大)-c

主桁04

写真番号:3,4

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(小・大)-c

主桁02

写真番号:19,20

写真番号:23,24

写真番号:21,22

写真番号:5,6

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(小・大)-c

主桁03

100×50

100×30

23

写真番号:32

変形・欠損-c

防護柵02

23

写真番号:31

変形・欠損-c

防護柵01

⑲変色・劣化-e

支承201

⑲変色・劣化-e

支承301

⑲変色・劣化-e

支承401

⑲変色・劣化-e

支承102

⑲変色・劣化-e

支承202

⑲変色・劣化-e

支承302

⑲変色・劣化-e

支承402

写真番号:28

⑤防食機能の劣化-e

排水管02

写真番号:30

⑤防食機能の劣化-e

排水管04

①腐食(小・小)-b

写真番号:29

⑤防食機能の劣化-e

排水管03

①腐食(大・小)-d

①腐食(大・小)-d

※主桁01-04端部

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(大・小)-d

23

写真番号:33

変形・欠損-c

防護柵02

写真番号:27

⑤防食機能の劣化-e

排水管01

①腐食(大・小)-b

写真番号:25

⑳漏水・滞水-e

伸縮装置01

写真番号:26

⑳漏水・滞水-e

伸縮装置02

橋本橋 損傷図

1:50

市道新川線
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

11300

3
0
0

3
5
0

側 面 図

A1 A2

1
0
0

11300

7
5
0

2
1
0
0

7
5
0

3
6
0
0

3
0
0

3
0
0
0

3
0
0

3
6
0
0

A1 A2

平 面 図

断 面 図

3@700
=2100

750 750

3
0
0

3
5
0

350塗替え塗装工

主桁部

塗替え塗装工

排水管

塗替え塗装工

主桁部

主 桁 部

部 材 名 対 策 工

塗替え塗装工

防 護 柵 防護柵取替え工

伸縮装置撤去・設置工伸縮装置

伸縮装置撤去・設置工

伸縮装置

伸縮装置撤去・設置工

伸縮装置
3040

3040

11370

11370

1
1
0
0

3003000300

3600

S=1:50橋本橋 補修一般図

塗替え塗装工

排水管

塗替え塗装工

主桁部

防護柵取替え工

防護柵

防護柵取替え工

防護柵

地 覆 モルタル充填工

モルタル充填工

地覆

モルタル充填工

地覆

モルタル充填工

地覆

排 水 管 塗替え塗装工

防護柵取替え工

防護柵

橋本橋 補修一般図

1:50

▽84.414

▽84.395

▽84.389

▽84.418

※平面図に表記の高さは、路面高さを表す。

市道新川線
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

A2A1

11300

S=1:30橋本橋 補修図(1)
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2
0

4
2
0

φ100

3
5
0

350

主 桁 排水管

断面形状

排水管

3003000300

1
0
0

断 面 図

3600

3@700
=2100

750 750
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0

350

主桁
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5
0
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0
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5
0
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0

桁 下 面

塗替え塗装工

470 470

7
5
0
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6
0
0

7
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0

7
0
0

7
5
0

7
0
0

図 示

橋本橋 補修図(1)

S=1:30S=1:30

S=1:10

1
9

3
1
2

1
9

169 169

12

塗膜剥離剤

塗 料 名

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

下 塗

防食下地

素地調整

塗装工程

下 塗

中 塗

上 塗

使用量

(ｇ/㎡)

Rc-Ⅱ塗装系(はけ,ローラー)

(240)

200

200

120

140

※1

※1:素地調整は程度は２種であるが健全なジンクリッチプライマーやジンクリッチ

ペイントを残し、ほかの旧塗膜を全面除去した場合は、鋼材露出部のみ有機ジ

ンクリッチペイントを塗付する。この際、使用量の目安は240g/㎡程度とする。

素地調整程度２種で旧塗膜を全面除去した場合は、有機ジンクリッチペイント

の使用量が600g/㎡とする。

市道新川線
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

40 11300 30

3
6
0
0

3
0
0

3
0
0
0

3
0
0

シール材

止水材
A1 A2

橋本橋 補修図(2)

シール材

止水材

弾性合材 弾性合材

3
0
<
2
0
>

弾性合材t=50

止水材

3
0
<
2
0
>

注）< >内はA2部を示す。

シール材

断 面 図平 面 図

S=1:30

伸縮装置撤去・設置工

3000 300

車道部断面図 S=1:5

5
0

プライマー塗布

40<30>

300

※1 仕様・諸寸法・適応の可否は、現地再調査及び照査の上、決定のこと。

※2 弾性合材舗設部については、必要に応じて超速硬無収縮モルタル等にて

補修及び不陸調整を行うこと。

※3 < >内はA2部を示す。

止水材

弾性合材

S=1:30 S=1:30

3
0
<
2
0
>

40<30>

地覆部断面図 S=1:2

注）< >内はA2部を示す。

止水材

シール材

止水材

図 示

橋本橋 補修図(2)

(シリコン系)

(止水性機能付き合成ゴム)
(止水性機能付き合成ゴム)

(ｱｽﾌｧﾙﾄ系)
舗装版切断

舗装版破砕

舗装版切断

舗装版破砕

舗装版切断

舗装版破砕

市道新川線
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

11300

3
0
0

A1 A2

橋本橋 補修図(3)

断 面 図橋 面

S=1:30

300 3000 300

3600

750

φ114.3X4.5

支柱

パイプ

ビーム

2.3X50X350X4330

2000

100

20002000

φ42.7X2.0

(STK500)

2000 2000 550

100

3
0
0

2000 2000 2000 2000 2000

防護柵取替え工

モルタル充填

支柱跡

ベースプレート

支 柱

側 面 図

1
1
5
0

※ 製作，設置するにあたっては、現地寸法を確認の上行うこと。

図 示
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0
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70

φ114.3

5
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1
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1
8
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1
1
0
0

1
1
0
0

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

4-M22X230

S=1:10

橋本橋 補修図(3)

(STK400) (SS400)

市道新川線
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

S=1:50橋本橋 仮設図

橋本橋 仮設図(参考図)

1:50

(参考図)

3
0
0

3
5
0

側 面 図

A1 A2

11300

3
6
0
0

A1 A2

平 面 図

断 面 図

11300

木製足場板 ｼﾞｬｯｷﾍﾞｰｽ

単管
鋼製足場板

剥離剤用養生シート

防炎シート

鋼製足場板

シート側面積

A=12.61㎡

敷シート延長 L=11.23m

3600

鋼製足場板
単管

剥離剤用養生シート

防炎シート

ｼﾞｬｯｷﾍﾞｰｽ

板張り防護工

木製足場板

1800

500500

4600

1
9
0
0

1
3
0
0

根がらみ

1800

市道新川線
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

1% 放物線

150 15600塔柱間（支間長） 36000150

2% 放物線

95.942

既応最大水位

高時川

大宮橋 補修一般図 S=1:100

橋長 51900

部 材 補 修 項 目

補修項目

部分塗装工上部工

部分塗装工下部工

部分塗装工支承

木製部材取替工・遊間止水工・橋面補修工・防護柵取替工橋面他

側面図

平面図

A1

P1 A2

A1 P1

A2

支承

部分塗装工

床版

部分塗装工

横溝

部分塗装工

縦桁

部分塗装工

吊材

部分塗装工

排水

部分塗装工

主桁

部分塗装工

排水

部分塗装工

部分塗装工 部分塗装工

塔柱

部分塗装工

防護柵取替工 防護柵取替工舗装打換工

橋面補修工

遊間止水工木製部材取替工

図 示

大宮橋 補修一般図

市道大見線
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示

剥離

鉄筋露出

遊離石灰

その他

漏水

うき

凡 例

ひびわれ

(幅0.2mm未満)

ひびわれ

(幅0.2mm以上)

腐食

高時川

大宮橋 補修図(その1)

部分塗装工

桁下（1径間）

S=1:50

① 腐食-b 防食機能の劣化-e[100×100]

床版Ds01

② 腐食-b 防食機能の劣化-d[150×300]

下横構Ll01 分類:2

写真番号-8,9

写真番号-13

③,④ 腐食-b 防食機能の劣化-c[200×200 2箇所]

横桁Cr14 分類2

写真番号-20

⑤ 腐食-b 防食機能の劣化-c[100×400]

縦桁St03 分類:2

写真番号-23

⑦ 防食機能の劣化-c[150×500]

下横構Ll01 分類2

写真番号-27

⑥ 腐食-b[200×200]

縦桁St01 分類2

写真番号-25

⑧ 腐食-c(ボルト)[100×500]

縦桁St03 分類2

写真番号-28

A1 P1

部分塗装工 数量表塗装仕様：常温亜鉛めっき

1

塗布量 実塗布量(g/m2)

工程

項目

現場 素地調整 2種ケレン

2 現場 ローバル 250 300 325 40 1 30分以上

3 現場 ローバル 250 300 325 40 1

合計 500 600 650 80

塗膜(μm) 回数

(g/m2)

塗装間隔

(20℃)

※1 ※2

ハケ スプレー ドライ

※1 実塗布量はハケ塗装では20%、スプレー塗装では30%のロス分を含む。

※2 温度20℃、湿度65%での標準値。

位置 番号
補修形状寸法 箇所数 面積

a(mm) b(mm) N(箇所) A(m2)

床版Ds01 ① 100 100 1 0.010

下横構Ll01 ② 150 300 1 0.045

横桁Cr14 ③,④ 200 200 2 0.080

縦桁St03 ⑤ 100 400 1 0.040

縦桁St01 ⑥ 200 200 1 0.040

下横構Ll01 ⑦ 150 500 1 0.075

縦桁St03 ⑧ 100 500 1 0.050

計 0.340
大宮橋 補修図(その1)

図 示

9

注記

1. 現地調査により、各寸法を確認すること。

市道大見線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示

剥離

鉄筋露出

遊離石灰

その他

漏水

うき

凡 例

ひびわれ

(幅0.2mm未満)

ひびわれ

(幅0.2mm以上)

腐食

大宮橋 補修図(その2)

部分塗装工

上流側側面（1径間）

S=1:50

① 腐食-b 防食機能の劣化-c[200×100]

吊材Ha26 分類2

写真番号-36

③,④ 腐食-c 防食機能の劣化-e[200×400 2面]

(耐風支索吊材)

写真番号-37

その他Sx02 分類2

⑤,⑥ 腐食-c [200×400 2面]

(耐風支索吊材)

写真番号-40

その他Sx02 分類2

② 腐食-b 防食機能の劣化-c[100×100]

吊材Ha29 分類2

写真番号-38,39

A1

P1

部分塗装工 数量表
注記

1. 現地調査により、各寸法を確認すること。
塗装仕様：常温亜鉛めっき

1

塗布量 実塗布量(g/m2)

工程

項目

現場 素地調整 2種ケレン

2 現場 ローバル 250 300 325 40 1 30分以上

3 現場 ローバル 250 300 325 40 1

合計 500 600 650 80

塗膜(μm) 回数

(g/m2)

塗装間隔

(20℃)

※1 ※2

ハケ スプレー ドライ

※1 実塗布量はハケ塗装では20%、スプレー塗装では30%のロス分を含む。

※2 温度20℃、湿度65%での標準値。

位置 番号
補修形状寸法 箇所数 面積

a(mm) b(mm) N(箇所) A(m2)

吊材Ha26 ① 200 100 1 0.020

吊材Ha29 ② 100 100 1 0.010

その他Sx02
③,④ 200 400 2 0.160

⑤,⑥ 200 400 2 0.160

計 0.350

大宮橋 補修図(その2)

図 示

10

市道大見線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示

剥離

鉄筋露出

遊離石灰

その他

漏水

うき

凡 例

ひびわれ

(幅0.2mm未満)

ひびわれ

(幅0.2mm以上)

腐食

大宮橋 補修図(その3)

部分塗装工

下流側側面（1径間）

S=1:50

腐食-b 防食機能の劣化-c[① 100×100,② 200×100]

吊材Ha01 分類2

写真番号-44

③ 腐食-b 防食機能の劣化-c[100×100]

吊材Ha03 分類2

写真番号-45

④ 腐食-b 防食機能の劣化-c[100×300]

吊材Ha10 分類2

写真番号-46

⑤,⑥ 腐食-b 防食機能の劣化-e[200×400 2面]

(耐風支索吊材)

写真番号-48

その他Sx01 分類2

A1

P1

部分塗装工 数量表塗装仕様：常温亜鉛めっき

1

塗布量 実塗布量(g/m2)

工程

項目

現場 素地調整 2種ケレン

2 現場 ローバル 250 300 325 40 1 30分以上

3 現場 ローバル 250 300 325 40 1

合計 500 600 650 80

塗膜(μm) 回数

(g/m2)

塗装間隔

(20℃)

※1 ※2

ハケ スプレー ドライ

※1 実塗布量はハケ塗装では20%、スプレー塗装では30%のロス分を含む。

※2 温度20℃、湿度65%での標準値。

位置 番号
補修形状寸法 箇所数 面積

a(mm) b(mm) N(箇所) A(m2)

吊材Ha01
① 100 100 1 0.010

② 200 100 1 0.020

吊材Ha03 ③ 100 100 1 0.010

吊材Ha10 ④ 100 300 1 0.030

その他Sx01 ⑤,⑥ 200 400 2 0.160

計 0.230

大宮橋 補修図(その3)

図 示

11

注記

1. 現地調査により、各寸法を確認すること。

市道大見線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示

剥離

鉄筋露出

遊離石灰

その他

漏水

うき

凡 例

ひびわれ

(幅0.2mm未満)

ひびわれ

(幅0.2mm以上)

腐食

大宮橋 補修図(その4)

部分塗装工

桁下（2径間）

S=1:50

② 腐食-b 防食機能の劣化-c[200×500]

主桁Mg01

写真番号-82

① 腐食-b 防食機能の劣化-c[100×100]

床版Ds01

写真番号-83

③ 腐食-b 防食機能の劣化-c[190(周長)×100]

排水管Dp01 φ60

写真番号-89

⑤ 腐食-b 防食機能の劣化-c[190(周長)×100]

排水管Dp02 φ60

写真番号-90

④ 腐食-b 防食機能の劣化-c[190(周長)×100]

排水管Dp03 φ60

写真番号-91

P1 A2

部分塗装工 数量表

支承防錆工 ⑦[0.2m2]

支承本体Bh0201,アンカーボルトBa0201

写真番号-87

支承防錆工 ⑥[0.2m2]

支承本体Bh0101,アンカーボルトBa0101

写真番号-85

塗装仕様：常温亜鉛めっき

1

塗布量 実塗布量(g/m2)

工程

項目

現場 素地調整 2種ケレン

2 現場 ローバル 250 300 325 40 1 30分以上

3 現場 ローバル 250 300 325 40 1

合計 500 600 650 80

塗膜(μm) 回数

(g/m2)

塗装間隔

(20℃)

※1 ※2

ハケ スプレー ドライ

※1 実塗布量はハケ塗装では20%、スプレー塗装では30%のロス分を含む。

※2 温度20℃、湿度65%での標準値。

位置 番号
補修形状寸法 箇所数 面積

a(mm) b(mm) N(箇所) A(m2)

床版Ds01 ① 100 100 1 0.010

主桁Mg01 ② 200 500 1 0.100

排水管Dp01 ③ 190 100 1 0.019

排水管Dp03 ④ 190 100 1 0.019

排水管Dp02 ⑤ 190 100 1 0.019

支承本体Bh101 ⑥ 1 0.200

支承本体Bh202 ⑦ 1 0.200

計 0.567

-

-

-

-
大宮橋 補修図(その4)

図 示

12

注記

1. 現地調査により、各寸法を確認すること。

市道大見線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

大宮橋 補修図(その5)

部分塗装工

主塔

S=1:50

① 腐食-b 防食機能の劣化-e[300×600]

(サドル)

写真番号-56

その他Sx02 分類2

A A

② 腐食-b 防食機能の劣化-c[300×600]

(サドル)

写真番号-55

その他Sx03 分類2

A1

③ 腐食-b 防食機能の劣化-e[300×600]

(サドル)

写真番号-59

その他Sx04 分類2

B B

④ 腐食-b 防食機能の劣化-e[300×600]

(サドル)

写真番号-60

その他Sx04 分類2

P1

A - A B - B

⑤ 腐食-b 防食機能の劣化-c[1260(周長)×1500]

塔柱Ts02 分類2

写真番号-63

φ400

損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示 損傷の種類 表 示

剥離

鉄筋露出

遊離石灰

その他

漏水

うき

凡 例

ひびわれ

(幅0.2mm未満)

ひびわれ

(幅0.2mm以上)

腐食

部分塗装工 数量表塗装仕様：常温亜鉛めっき

1

塗布量 実塗布量(g/m2)

工程

項目

現場 素地調整 2種ケレン

2 現場 ローバル 250 300 325 40 1 30分以上

3 現場 ローバル 250 300 325 40 1

合計 500 600 650 80

塗膜(μm) 回数

(g/m2)

塗装間隔

(20℃)

※1 ※2

ハケ スプレー ドライ

※1 実塗布量はハケ塗装では20%、スプレー塗装では30%のロス分を含む。

※2 温度20℃、湿度65%での標準値。

位置 番号
補修形状寸法 箇所数 面積

a(mm) b(mm) N(箇所) A(m2)

その他Sx02 ① 300 600 1 0.180

その他Sx03 ② 300 600 1 0.180

その他Sx04
③ 300 600 1 0.180

④ 300 600 1 0.180

塔柱Ts02 ⑤ 1260 1500 1 1.890

計 2.610

大宮橋 補修図(その5)

図 示

13

注記

1. 現地調査により、各寸法を確認すること。

市道大見線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

高時川

大宮橋 補修図(その6)

木製部材取替工

桁下（1径間）

S=1:20

A1 P1

① 床版取替 1枚

② 床版取替 1枚

1 角材取替 1本

床版撤去･復旧 7枚

③ 床版取替 1枚

125 500 500 500 125 125 500 500125

1750 17501750

木床版詳細図

角材固定ボルト

M12 L=110

スクリュー釘

L=100 12本/枚

2
00

1
50

0
20

0

55
0

5
50

2
5
0

15

角材固定ボルト

M12 L=110

木床版：250x50x1900

角材：□100x100x1750

M12ボルトナット 8組：L110/角材

スクリュー釘 L＝100：12本/枚

工 種 種 別 規 格 単位 数 量 備 考

木製部材取替工

木床版部分取替 W250xt50xL1900mm 枚 3

スクリュー釘 L=100mm 本 120

角材取替 □100x100x1750mm 本 1

木床版撤去・復旧 枚 7

木製部材取替工 数量表

ボルトナット類 M12ボルト・ナット L=110mm 組

W250xt50xL1900mm

8

1.4m2

3.3m2

※) 取替える木製部材は、杉材(1等材程度)を想定する。また、防腐処理として加圧注入処理(AA)を施すこと。

大宮橋 補修図(その6)

図 示

14

注記

1. 現地調査により、各寸法を確認すること。

市道大見線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

大宮橋 補修図(その7)

舗装打換工・遊間止水工

橋面

P1 A2

2
00

1
50

0
20

0

1
90

0

14950

2径間 橋面

薄層樹脂舗装(樹脂モルタル舗装t=8mm)

バックアップ材

30

25

シール材

プライマー塗布

遊間止水工詳細図

30

2525

2径間 断面図

200 1500 200

遊間止水工

薄層樹脂舗装

t=8mm

標準部

200 1500 200

遊間止水工

A2側遊間部

1
00

S=1:10 S=1:2

S=1:50

工 種 種 別 規 格 単位 数 量 備 考

遊間止水工

遊間止水工 設置延長 m 1.9

バックアップ材 ポリエチレンフォーム ℓ 1.4

シール材 シリコン系シーリング材 ℓ 1.4

舗装打換工
舗装工 薄層エポキシ樹脂舗装 m2 22.4

舗装打換工・遊間止水工 数量表

既設シート撤去 防滑性ビニル床シート m2 22.4

防滑性ビニル床シート撤去

＋橋面防水工(ゴム系塗膜防水)

大宮橋 補修図(その7)

図 示

15

注記

1. 現地調査により、各寸法を確認すること。

市道大見線

橋面防水工 ゴム溶剤型塗膜系防水 m2 22.4



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

大宮橋 補修図(その8)

防護柵取替工

3
3

6

1
0
0

2
5

1
5
0

2
5

25

150

10025

延長方向

φ60.5

歩道側

13002000

19
0

2
70

2
70

2
7
0

1
0
00

6

1
0
30

六角ボルト

M12x45

支柱

φ60.5x3.2
袖パイプビームパイプ

φ42.7x2.0

(STK500)

2径間

13006x2000=120001300

18x2000=36000

歩道側

20002000

6
9
0

2
70

2
7
0

27
0

1
5
00

6

1
5
30

支柱

φ60.5x3.2
袖パイプビームパイプ

φ42.7x2.0

(STK500)

1径間

P1A1

高時川

側面図

ベースプレート部詳細

2径間1径間

2
40

1
53

0

6x2000=120001300

18x2000=36000
232 2315 232

2780

平面図
2径間1径間

断面図
1径間

2径間

1
0
30

100 100

200

100100

200

1900

1500

1径間

1300

230230

230230

4-15キリ

3
3

6

1
1
0

2
5

1
6
0

2
5

25

160

11025

延長方向

φ60.5

2径間

4-15キリ

六角ボルト

M12x45

防護柵取替工防護柵取替工

防護柵取替工防護柵取替工

防護柵取替工防護柵取替工

組立図

N=18N=38

S=1:100

S=1:100

S=1:5

S=1:20

14600

14600

S=1:30

工 種 種 別 規 格 単位 数 量 備 考

防護柵取替工 転落防止柵
H=1.5m ベースプレート式 m 72.00

H=1.0m ベースプレート式 m 29.20

防護柵取替工 数量表

大宮橋 補修図(その8)

図 示

16

注記

1. 現地調査により、各寸法を確認すること。

市道大見線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

1% 放物線
2% 放物線

95.942既応最大水位

高時川

A1

A1

P1

P1

3627

1200 34800 1200

4
50

0

4
50

0

13220

1200 34800 1200

片側朝顔防護足場 枠組足場範

5
50

0

5
50

0

15
0
0

1
90

0

側面図

平面図

A2

A2

吊足場

枠組足場

吊足場

枠組足場

枠組足場
吊足場

枠組足場枠組足場

大宮橋 足場参考図 S=1:100

A=52.0掛m2

700 800

1500

9
0
0

700800

1500

9
0
0

吊チェーン

手すり

単管

足場標準断面図 S=1:50

1
5
00

1
5
00

15
0
0

1
0
0

700 800

1500

9
00

吊チェーン

手すり

単管

700800

1500

9
00

手すり

単管

吊チェーン

第1径間 第2径間

13220

大宮橋 足場参考図

図 示

17

注記

1. 現地調査により、各寸法を確認すること。

市道大見線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

側 面 図 断 面 図

A1 A2

S=1:20

1
:
0.35 1

:
0.
351
80

0

10床 版 長 660010

橋 長 6620150 150

29
7

8
8

20
9

50
0

平 面 図

支 間 6200200 200

150 6620 150

10 106600

2006200200

A1 A2

1
0
8

30
0
0

2x
13

9
2=

2
78

4
1
08

2
0
0

1
7
6

1
2 15
0

1
2

120

総 幅 員 3000

車道幅員 2760 120

108 1392 1392 108

最
小

170
0

アウトリガ最小張出 (1.7m X型アウトリガ)

9.0m
ブーム長さ

2.5m

1.0m

1.5m

2.0m

架 設 要 領

(13t吊りラフタークレーン)

16.4m

3.3

20.1m

A：ブーム角度の範囲(無負荷時)

23.8m12.7m5.3m

8.0 (4.9)

( )内は、GR-130N(2W)型の値です。

作業半径

3.5m

3.0m

4.5m

4.0m

5.5m

5.0m

6.0m

7.0m

A(゜)

8.0m

7.0 (4.9)

5.65(4.9)

3.85

2.85

2.25

1.75

6.0 (4.9)

6.0 (4.9)

5.4 (4.9)

3.8

2.85

2.1

1.65

1.3

0.98

0.78

0.62

0.32

0～82 29～82

6.0 (4.9)

5.5 (4.9)

3.6

2.7

2.0

1.6

1.3

1.05

0.83

0.63

0.27

49～82

5.0 (4.9)

3.3

2.7

2.15

1.7

1.4

1.1

0.9

0.75

0.47

2.7

2.2

1.8

1.5

1.25

1.05

0.9

0.65

59～82 62～82 67～82

2.2

1.85

1.55

1.35

1.15

0.97

0.66

0.41

単位(t)

・ブロック重量(Max) ：W1 = 0.42t

・フック重量 ：W2 = 0.09t

・吊荷重 ：W = 0.42t + 0.09t = 0.51t

・クレーン能力 0.66t > 0.51t → OK

作
業
半
径
:R
=7
.0
m

13t吊りラフタークレーン

1700

1700

無名橋(7041) 架設計画図 S=1:50

13t吊りラフタークレーン

13t吊りラフタークレーン

架設フロー

開始

地覆撤去

足場設置・防護・支保設置

地覆運搬

木床版撤去

木床版運搬

桁1次切断・撤去

新設鋼床版架設

足場・防護・支保撤去

終了

支承据付

高力ボルト本締め

ピンデール処理

継手部現場塗装

・主桁:1本ずつ架設(3回)

・鋼床版:1パネル架設(6回)

・吊り状態

足場

足場設置範囲4580

足
場

高
91

4

足場設置範囲5000

足場

無名橋(7041)架設計画図

市道木之本廣瀬赤川線
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

無名橋(7041) 橋梁一般図 S=1:50

側面図 断面図(横桁部)

A1 A2

S=1:20

1
:
0.35 1

:
0.
351
80

0

10床 版 長 660010

橋 長 6620150 150

2
97

8
8

2
09

5
00

平面図(橋面)

平面図(鋼床版)

支 間 6200200 200

断面図(連結部) S=1:20

1
2
0

3
0
00

2
7
60

1
20

150

10

6620

10

150

200 6200

A1 A2

150 6620 150

10 106600

2006200200

A1 A2

10
8

3
0
00

2
x1

3
92

=
27

84
1
0
8

6600

200

2
0
0

1
7
6

1
215
0

1
2

2
00

1
76

121
50

12

120

総 幅 員 3000

車道幅員 2760 120

120

総 幅 員 3000

車道幅員 2760 120

108 1392 1392 108

108 1392 1392 108

道路規格

形 式 単純鋼床版溶融亜鉛メッキ板桁橋(3主桁)

＊溶融亜鉛メッキ仕様

主桁及び鋼床版：JISZ 8641 HDZ T77 膜厚77μm以上

アンカボルト(ネジ部)：JISZ 8641 HDZ T49 膜厚49μm以上

現場連結(溶融亜鉛メッキ高力ボルト)：M22(F8T)、ナット(F10)、座金(F35)

＊主桁と鋼床版の現場連結部：「不メッキ部」の仕様

設 計 条 件

1) 前処理：りん酸塩処理

2) りん酸塩処理後4時間以内、「不メッキ部」に耐薬品性及び耐熱性塗料

(ZD-1系塗料)2層塗り

3) 部材を溶融亜鉛めっき槽に入れる直前、「不メッキ部」を耐熱テープでシールする

＊仮組立について

仮組立は溶融亜鉛「メッキ前」及び「メッキ後」の2回、製作工場内で行う(ひずみ修正)

検査合格したメッキ後のデータ、即ち支間長、主桁間隔、製作キャンバー等のデータを

現場架設データとする

＊スカラップについて

溶融亜鉛メッキ桁の「スカラップ」は一般に「R=40以上」が標準

本橋は構造高制限から桁高が低く「R=20」としている

「亜鉛だまり」が出来ないような作業が必要

6.620 m橋 長

6.600 m桁 長

6.200 m支間長

ゴム支承(積層タイプ)：Ge[クロロプレンゴム]＋内部鋼板(Ge:せん断弾性係数=0.8 N/mm2)支 承

90°斜 角

R = ∞平面線形

i = 0%縦断勾配

i = 0%横断勾配

総幅員 3.000 m 有効幅員(車道幅員) 2.760 m幅員構成

無し (溶融亜鉛メッキ縞鋼板に「すべり止め塗装」する)舗 装

縞鋼板(SP400:SS400相当) 構造用鋼材(SS400、SM400)使用鋼材

2 ton トラック活荷重

考慮しない雪荷重

考慮しない風荷重

考慮しない温度変化

考慮しない温度差

kh = ±0.3(レベル1 地震動)、Kh2(レベル2 地震動)は考慮しない設計震度

考慮しない疲労設計

＊「道示Ⅱ8.2.1(2) 表-8.2.1」

疲労に対する安全性が確保されているとみなしてよい条件の一つである

【交通量(日/車線)が1000台を大幅に下回る】と想定した

道路橋示方書・同解説 Ⅰ共通編適用基準

道路橋示方書・同解説 Ⅱ鋼橋・鋼部材編

道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編

平成29年11月

平成29年11月

平成29年11月

T-荷重( 8 kN )設計活荷重

主桁

H-200x200x8x12

鋼製地覆

主桁

H-200x200x8x12

主桁

H-200x200x8x12

鋼製地覆

鋼製地覆

構造高

9鋼床版

200

無収縮モルタル

主桁(H鋼)

ソールプレート

ゴム支承

22

36

30

計 297

ブロック重量

0.423外主桁

鋼製地覆(1)

内主桁

鋼床版BLOCK-1

鋼床版BLOCK-2

員数

2

1

4

2

2

鋼製地覆(2) 2

0.451

0.419

0.402

0.092

0.095

ブラケット

鋼床版受け台

右岸 左岸

右岸 左岸

右岸 左岸

(t) (mm)

無名橋(7041)橋梁一般図

図 示
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

無名橋(7041) 支承詳細図 S=1:20

340

170 170

40

4
15

2
5
0

2
6
0

440

320

8
83
6

2
2

3
0

2
0

7
1

14

橋軸方向 橋軸直角方向

440

410 30

460

400 3030

6

▽下部工天端

支承詳細図 S=1:5

190 190

8
8 3
6

2
2

3
0

2
0

φ35

4

2

1

3

①ゴム支承

17
0

19
0

1
0

10

190

17010 10

3
6

上下被覆層

te=3mm×2層

ゴム層(CRクロロプレーンゴム)

te=12mm×2層

内部鋼板

te=2mm×3枚

②ソールプレートS=1:5 S=1:5

340

170 170

4
40

3
20

60
6
0

2-φ30孔

40

340

170 170

22

橋
軸

直
角

方
向

橋
軸

直
角

方
向

③アンカーボルト詳細 S=1:5

名 称

ゴム支承

材 料 表

①

②

③

④

ソールプレート

アンカーボルト

ナット(1種・3種)・座金

寸 法

190×36×190

340×22×440

φ25×415

M24

材 質

CR、SS400

SM400A

SD345

枚

枚

個

組

単位
数 量

A1 A2 合計

6

6

12

12

3

3

6

6

3

3

6

6

備 考

Ge=0.8N/mm

HDZ T77

HDZ T49(ネジ部)

2

2
0

パラペット前面線

無収縮モルタル

57
22

3
6

3
0

2
0

定
着

長
2
5
0

削
孔

長
26

0
1
65

 
（

溶
融

亜
鉛

メ
ッ

キ
）

4
15

1
0

削孔径 
φ35

M24 ネジ切り加工

④M24－1種ナット

④M24－3種ナット

M24－座金

Sole PL

無収縮モルタル

アンカーボルトD25

エポキシ樹脂注入

無名橋(7041)支承詳細図

図 示
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

注 記

1．特記なき材質は、SM400Aとする。

無名橋(7041) 部分詳細図(その1) S=1:20

平面図(鋼床版)

A - A(主桁)

B - B(主桁)

8
2
0
0

1
1
82

5
2
0
0

5
8

2
00

1
1
82

5
5

3
00

0

6600

2000 20002200200 200

100150

450 1350

CD E F

A

B

60
3
2
0

60

A

B

CD E FA1 A2

3-H 200× 200× 8×12×6600(SS400)

28-Rib PL 80× 9× 176

16-Rib PL 285× 9× 176

6600

2000200

9

200

180

450 1350 800 1400 4501350800

180 180 180 180 180

2
00

1
76

1
2

1
2

9

2．本橋は溶融亜鉛メッキ仕様。

「メッキ仕様詳細」は一般図参照。

3．部材角部は R=2mm の面取りを行う。

4．M22メッキボルトの孔径はφ26.5(拡大孔)とする。

6600

200 4x700=2800

103295 3295

12
0

10
4

13
72

.
5

5
5

1
37

2
.5

8
8

3
00

0

1
04

8
8

1
20

5

平面図(橋面)

A1 A2

4-PL 399× 8×3295

180

52197.5 2195

180

100 100 100100

600 100 100600 600 100 100600 600 100100500 100600 600 100 600 100 150

1400800 4501350800

180 180 180 180 180

5 2197.5

200

180 180 180180 180 180 180 180 180

8
8

8

BLOCK - 1 BLOCK - 2 BLOCK - 1

BLOCK - 1 BLOCK - 2 BLOCK - 1

BLOCK - 1 BLOCK - 2 BLOCK - 1

BLOCK - 1 BLOCK - 2 BLOCK - 1

2200 2000

9 9 9

″a″部

8

120

104 8

52 52

8

120

104 8

15
0

13
4

12

8
8

6
7

67

15
0

1
42

12

8

8

50

200

46 968

8

96

200

968

″a″部詳細 ″b″部詳細

6600

20
0

17
6

1
2

12

1
50

φ50

S=1:5 S=1:5

200 2004x700=2800

8

8

120

104 8

50 54

8

120

104 8

18
0

10
0

4
0

4
0

8 11
0

1
0

5
0

5
0

100150 600 100 100600 600 100 100600 600 100100500 100600 600 100 600 100 150

4

4

1-PL 104× 8× 134

1-PL 104× 8× 180

2-HTB M22×60(F8T)

鋼製地覆ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ 製作数：20基

295

6
0

3
20

60
2
34

4

295 10 4x700=2800295

4x700=2800295

″b″部

8 8 88 8 8 888

13
4

8

888 8

5 5

R20 R20

R20

888 8

44

2-PL 355× 8× 110

2-φ26.5孔

110

4

4

製作キャンバー

支間 6.20m

10
mm

R20

溶融亜鉛通し孔

主桁 製作数：1基 鋼製地覆 製作数：1基

ブラケット

鋼床版受け台

ブラケット

鋼床版受け台

ブラケット

鋼床版受け台

無名橋(7041)部分詳細図1

図 示
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

無名橋(7041) 部分詳細図(その2) S=1:20

C - C

E - E S=1:10

3000

120 2760 120

8 8104 88 1041372.55 1045 1372.5 5

1
2

17
6

12

1
50

20
0

8 200 5 110 962 2005110 5 82005110962110

3000

120 2760 120

8 8104 88 1041372.55 1045 1372.5 5

9
0

86

8 200 5 2005 5 82005

3000

120 2760 120

8 8104 88 1041372.55 1045 1372.5 5

1
1
7

5
0

8 200 5 2005 5 82005

3000

120 2760 120

8 8104 88 1041372.55 1045 1372.5 5

D - D S=1:10

F - F S=1:10

110 110110 110

注 記

1．特記なき材質は、SM400Aとする。

2．本橋は溶融亜鉛メッキ仕様。

「メッキ仕様詳細」は一般図参照。

3．部材角部は R=2mm の面取りを行う。

4．M22メッキボルトの孔径はφ26.5(拡大孔)とする。

8 8 8

1
2

17
6

12

1
50

20
0

8 230

59171

8 230

59171

230

59 171

230

59 171

8

9

1
2

1
7
6

12

1
50

2
0
0

4
5

4
5

110 962 110 110962110

8 285

80 407590

8 285

80 407590

285

8040 75 90

8285

40 75 90

9
0

86

1
2

1
7
6

12

1
50

2
0
0

4
5

4
5

80

8 200 5 2005 5 82005110 962 110 110962110

8 285

80 407590

8 285

80 407590

285

8040 75 90

8285

40 75 90 80

66 66 66 66

6 6

S=1:10

ブラケット詳細 S=1:5

18
0

10
0

4
0

40

9

230

171 59

6

230

171 59

6

R2
0

180

40 40100

220 10

220 10 85.5 9 85.5

6

2-φ26.5孔

5
9

5
0

9

5
9

5
0

9

1-Web PL 50× 9× 220

1-Flg PL 180× 9× 230

2-HTB M22×60(F8T)

ブラケット 製作数：24基

2

2

11

1 - 1 2 - 2

ブラケット

鋼床版受け台

ブラケット

鋼床版受け台

ブラケット

鋼床版受け台

(鋼床版受け台)

102.5 3x230=690231.5 117231.5 102.53x230=690 231.5117 231.5

102.5 3x230=690231.5 117231.5 102.53x230=690 231.5117 231.5 102.5 3x230=690231.5 117231.5 102.53x230=690 231.5117 231.5

102.5 3x230=690231.5 117231.5 102.53x230=690 231.5117 231.5

無名橋(7041)部分詳細図2

図 示

22

市道木之本廣瀬赤川線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

無名橋(7041) 部分詳細図(その3)

注 記

1．特記なき材質は、SM400Aとする。

2．本橋は溶融亜鉛メッキ仕様。

「メッキ仕様詳細」は一般図参照。

3．部材角部は R=2mm の面取りを行う。

4．M22メッキボルトの孔径はφ26.5(拡大孔)とする。
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2-Flg PL 110× 9× 170

2-Flg PL 110× 9×1957

鋼床版BLOCK-1 製作数：2<2>基

2-Web PL 120× 9×2157

1-Ch.PL 1373× 9×2195(CP400)

2-Flg PL 110× 9×2157

鋼床版BLOCK-2 製作数：1<1>基
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2-Flg PL 50× 9× 962

2-Web PL 120× 9×1144

2-Flg PL 100× 9× 962

2-Flg PL 50× 9× 962

2-End PL 140× 9×1182 2-End PL 140× 9×1182

2-Rib PL 120× 8× 382

2-Rib PL 70× 8×2170

2-Rib PL 70× 8×1788

4-Rib PL 70× 8×2157

2-Fill PL 90× 8× 155(SS400)

3-Fill PL 90×12× 155(SS400)

4-Fill PL 90× 8× 155(SS400)

6-Fill PL 90×12× 155(SS400)

20-HTB M22× 85(F8T)

4-Fill PL 90×16× 155(SS400)

4-HTB M22×105(F8T)

5．※印のCh.PL材質CP400(SS400相当)。

※ ※

6

Fill PL

6

6

無名橋(7041)部分詳細図3

図 示
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市道木之本廣瀬赤川線



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

断 面 図
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無名橋(9047) 橋梁一般図 S=1:20
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市道おで川線

無名橋(9047) 橋梁一般図

1:20
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コンクリート擬木
φ120

コンクリート擬木
φ100



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

無名橋(9047) 損傷図 S=1:20

損傷の種類 表 示

ひびわれ

損傷の凡例

剥離・鉄筋露出

漏水・遊離石灰

う き

欠 損

腐 食

そ の 他

A1 A2

桁下面

写真番号:1,2

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(大・小)-d

主桁01

写真番号:8

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(小・小)-b

横桁04

写真番号:7

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(小・小)-b

横桁03

写真番号:3,4

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(大・小)-d

主桁02

写真番号:6

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(小・小)-b

横桁02

写真番号:5

⑤防食機能の劣化-e

①腐食(小・小)-b

横桁01

無名橋(9047) 損傷図

市道おで川線

1:20
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

断 面 図
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無名橋(9047) 補修一般図 S=1:20
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側 面 図

平 面 図

塗替え塗装工

主桁部 1
5
0

塗替え塗装工

主桁部

塗替え塗装工

横桁部

塗替え塗装工

主桁部 塗替え塗装工

横桁部

主 桁 部

部 材 名 対 策 工

塗替え塗装工

ナット取替え工

取付金具

ナット取替え工

取付金具

ナット取替え工

取付金具

無名橋(9047) 補修一般図

ナット取替え工取付金具

横 桁 部 塗替え塗装工

市道おで川線
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年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

無名橋(9047) 補修図 S=1:20

無名橋(9047) 補修図
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6.5 68.5

1
3
7

6
.
5

6
.
5

A1 A2

3
0
0

150

1
5
0
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5
0

420

ナット取替え工

桁 下 面 断 面 図

1
0
0
0

1
5
0

1000

150

断面形状

垂直補剛材主 桁 横 桁

1500

1100 200200

75

1
5
0
0

ナット取替え工

※1 剥離剤塗布使用時は、添架物を養生し剥離剤が飛散しないようにすること。

6600

420主桁 横桁

2
5
0

2
5
0

ナット(M10)

S=1:5

S=1:20 S=1:20

S=1:5

塗替え塗装工

(104箇所:ワッシャ付)

※2 補修時には、擬木を外し補修を行うこと。
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150

6.5

71.871.8

2
8
2
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1
5
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２ 種

塗 料 名

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

下 塗

防食下地

素地調整

塗装工程

下 塗

中 塗

上 塗

使用量

(ｇ/㎡)

Rc-Ⅱ塗装系(はけ,ローラー)

(240)

200

200

120

140

※1

※1:素地調整は程度は２種であるが健全なジンクリッチプライマーやジンクリッチ

ペイントを残し、ほかの旧塗膜を全面除去した場合は、鋼材露出部のみ有機ジ

ンクリッチペイントを塗付する。この際、使用量の目安は240g/㎡程度とする。

素地調整程度２種で旧塗膜を全面除去した場合は、有機ジンクリッチペイント

の使用量が600g/㎡とする。

コンクリート擬木75 75 75

市道おで川線

図 示
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コンクリート擬木
φ120

コンクリート擬木
φ100



年度：番号

河 川 名

認可：実施

路 線 名

工 事 名

地 名

図 面 名

地 区 名

図 面 番 号

縮 尺

当初 第 回変更

令和 5 年度 北建第28号

長浜市西浅井町大浦他

長浜市 都市建設部 北部建設局 北部建設課

橋梁（橋本橋他）補修工事

6600

A1 A2

無名橋(9047) 仮設図 S=1:20

(参考図)

無名橋(9047) 仮設図(参考図)
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側 面 図

平 面 図

木製足場板 ｼﾞｬｯｷﾍﾞｰｽ

単管鋼製足場板

断 面 図

剥離剤用養生シート

防炎シート
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木製足場板

板張り防護工
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1800

根がらみ

市道おで川線
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